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祖
母
の
葬
式
の
頃
は
ま
だ

土
葬
が
一
般
的
だ
っ
た
。
大

人
の
男
た
ち
が
前
も
っ
て
墓

を
掘
り
に
行
っ
た
。
葬
儀
ミ

サ
の
様
子
や
説
教
は
あ
ま
り

覚
え
て
い
な
い
が
、
出
棺
し
、

ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
な
が
ら
、

共
同
墓
地
に
行
っ
て
埋
葬
す

る
一
連
の
動
作
は
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
▼
ど
う
し
て
も
忘

れ
ら
れ
な
い
音
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
棺
を
墓
穴
に
収
め
た

あ
と
の
、
最
初
の
数
回
ス
コ

ッ
プ
で
土
を
入
れ
る
瞬
間
の

音
だ
。「
ド
サ
ッ
、
バ
サ
ッ
」

と
鈍
い
音
が
し
て
、
遺
族
か

ら
は
別
れ
を
惜
し
む
悲
痛
な

声
が
漏
れ
た
。
あ
の
時
の
土

を
盛
る
音
は
、
子
ど
も
に
と

っ
て
は
故
人
が
生
き
て
い
る

こ
の
世
か
ら
は
っ
き
り
と
隔

て
ら
れ
る
音
な
の
だ
と
感
じ

た
▼
今
、
実
態
を
す
べ
て
把

握
し
て
は
い
な
い
が
、
お
そ

ら
く
土
葬
し
て
い
る
地
域
は

ど
こ
に
も
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
長
崎
市
も　

年
ほ
ど
前

１０

か
ら
土
葬
の
許
可
が
下
り
ず
、

固
く
守
っ
て
き
た
教
区
司
祭

の
土
葬
の
伝
統
も
維
持
で
き

な
く
な
っ
た
。
赤
城
の
墓
地

に
眠
る
先
輩
は
あ
る
時
期
か

ら
火
葬
さ
れ
て
埋
葬
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
赤
城
の
聖
職

者
墓
地
ま
で
司
祭
同
士
棺
を

担
い
で
い
く
様
子
も
絶
え
て

し
ま
っ
た
▼
神
が
死
者
を
復

活
さ
せ
る
の
に
火
葬
し
て
い

よ
う
が
土
葬
だ
ろ
う
が
何
も

妨
げ
に
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
、「
あ
な
た
は
塵（
ち
り
）

で
あ
っ
て
、
塵
に
帰
る
も
の

な
の
で
す
」
と
い
う
言
葉
は

個
人
的
に
は
土
葬
の
方
が
実

感
で
き
る
。「
こ
こ
に
眠
っ

て
い
る
」
と
い
う
郷
愁
は
、

火
葬
の
時
代
に
は
薄
れ
た
か

も
知
れ
な
い
。
死
者
の
月
、

身
近
な
墓
地
に
行
っ
て
死
者

の
復
活
に
思
い
を
は
せ
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
。
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み
こ
と
ば
と
と
も
に

 

正
し
い
人
た
ち
は
永
遠

の
命
に
あ
ず
か
る
の
で

あ
る
。
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マ
タ
イ　

章　

節

２５

４６

【
世
界
代
表
司
教
会
議
（
シ
ノ
ド
ス
）】
第　

回
通
常
総
会
が
、

１１

　

月
２
日
（
日
）
か
ら　

日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
総

１０

２３

会
の
テ
ー
マ
は
「
聖
体
（
エ
ウ
カ
リ
ス
チ
ア
）－

教
会
生
活

と
宣
教
の
源
泉
と
頂
点
」。

【
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
】
今
回
の
世
界
代
表
司
教
会
議
に
は
、

１
１
８
カ
国
か
ら
２
５
６
人
の
シ
ノ
ド
ス
参
加
司
教
が
出
席
。

２
５
６
人
の
シ
ノ
ド
ス
参
加
司
教
の
う
ち
、
１
７
７
人
は
司

教
協
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
司
教
、　

人
は
職
務
上
の
出
席
、

３９

　

人
は
教
皇
の
任
命
に
よ
る
出
席
。
ま
た
、
枢
機
卿
は　

人
、

４０

５５

総
大
司
教
８
人
、
大
司
教　

人
、
司
教
１
２
３
人
、
司
教
協
議

８２

会
会
長　

人
、
修
道
者　

人
。

３６

１２

【
祈
り
に
支
え
ら
れ
た
会
議
】
今
回
の
世
界
代
表
司
教
会
議

は
、
何
百
万
の
信
者
が
熱
心
な
祈
り
を
も
っ
て
敬
け
ん
に
参

加
す
る
中
で
行
わ
れ
る
点
で
、
か
つ
て
な
い
広
が
り
を
持
つ
。

信
者
た
ち
は
、
聖
体
の
年
の
中
で
、
感
謝
の
祭
儀
の
中
で
す

で
に
出
会
っ
た
主
を
あ
ら
た
め
て
見
い
だ
す
恵
み
を
、
主
に

祈
り
求
め
て
い
る
。
シ
ノ
ド
ス
参
加
司
教
た
ち
は
、
会
議
の

実
り
を
通
し
て
福
音
を
告
げ
知
ら
せ
る
た
め
の
新
た
な
方
向

付
け
を
現
代
人
に
示
す
こ
と
に
な
る
。（「
解
説
」
と
あ
わ
せ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
ま
し
た
）
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第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の

公
文
書
「
神
の
啓
示
に
関
す

る
教
義
憲
章
」（
略
＝
『
啓
示

憲
章
』）の
発
布　

周
年
を
記

４０

念
し
て
、
国
際
会
議
が
９
月

　

〜　

日
に
ロ
ー
マ
で
開
か

１４

１８

れ
、
司
教　

人
以
上
と
東
方

６０

諸
教
会
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
代
表
を
含
め
、　

カ
国
か

９７

ら
約
４
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　

司
教
協
議
会
代
表
と
し
て

�
見
大
司
教
、
平
林
冬
樹
師

（
イ
エ
ズ
ス
会
）、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
聖
書
研
究
所
か
ら

和
田
幹
男
師
（
大
阪
教
区
）、

聖
書
百
週
間
関
係
か
ら
ミ

シ
ェ
ル
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
師

（
淳
心
会
）
と
信
徒
２
人
が

参
加
し
た
。
大
会
で
は
、
公

会
議
で
強
調
さ
れ
た
こ
と
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
す
べ
て
の

信
者
が
聖
書
に
親
し
む
よ
う

に
と
い
う
勧
め
」
を
今
後
さ

ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　
　

月
９
日
（
日
）、
島
原
教

１０
会
（
主
任
司
祭
古
巣
馨
師
）

は
南
有
馬
町
の
原
城
址
に
て

殉
教
者
列
福
祈
願
ミ
サ
と
聖

体
行
列
を
行
っ
た
。
昨
年
、

「
聖
体
の
年
」
開
年
の
日
に

「
聖
体
の
年
を
殉
教
者
と
共

に
」
と
の
テ
ー
マ
で
ミ
サ
と

聖
体
行
列
が
あ
っ
た
が
、
閉

幕
を
前
に
「
聖
体
の
年
の
決

意
を
殉
教
者
と
共
に
」
の

テ
ー
マ
で
開
か
れ
た
。

　

ミ
サ
は
ロ
ザ
リ
オ
の
珠
や

メ
ダ
イ
、
遺
骨
が
多
数
出
土

す
る
本
丸
跡
の
地
べ
た
に
座

し
て
行
わ
れ
た
。
説
教
の
中

で
フ
ラ
ン
コ
神
父
（
聖
ザ
ベ

リ
オ
宣
教
会
・
玉
名
郡
真
命

山
）
は
、「
わ
た
し
た
ち
が
し

た
こ
と
が
分
か
る
か
」（
ヨ
ハ

ネ　

章
）
と
い
う
イ
エ
ス
の

１３
言
葉
を
何
度
も
繰
り
返
し
な

が
ら
、「
奉
納
は
も
の
を
さ

さ
げ
る
こ
と
、
犠
牲
は
命
を

さ
さ
げ
る
こ
と
」
と
聖
体
の
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殉
教
者
列
福
祈
願
ミ
サ

殉
教
者
列
福
祈
願
ミ
サ

　
　

月　

日
の
「
世
界
宣
教

１０

２３

の
日
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
日
付

は
２
月　

日�
聖
ペ
ト
ロ
の

２２

使
徒
座�
の
祝
日
と
な
っ
て

い
る
。
例
年
に
倣
い
こ
の
日
、

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
署
名
し
、

世
界
宣
教
の
日
に
発
表
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、
聖
体
の

年
以
後
の
私
た
ち
の
使
命
を

学
ぶ
。

【
宣
教
＝
全
世
界
の
い
の
ち

の
た
め
に�
裂
か
れ
た
パ

ン�
】聖
体
の
年
で
あ
る
今
年

の
「
世
界
宣
教
の
日
」
は
、

私
た
ち
の
生
活
に「
聖
体
的
」

意
味
が
あ
る
こ
と
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
。
聖
体
は
、
私
た

ち
を
「
世
の
い
の
ち
の
た
め

に
裂
か
れ
た
パ
ン
」
と
な
る

よ
う
に
導
く
。

【�
裂
か
れ
た
パ
ン�
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
を
必
要
と
す
る
人

類
】
今
日
の
社
会
は
、
悲
劇

的
な
事
件
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

自
然
災
害
に
打
ち
の
め
さ
れ

て
苦
悩
し
て
い
る
。
し
か
し
、

イ
エ
ス
は
き
ょ
う
も
、
感
謝

の
祭
儀
に
お
い
て
私
た
ち
の

た
め
に
「
パ
ン
を
裂
き
」（
マ

タ
イ　

・　

参
照
）、
す
べ
て

２６
２６

の
人
を
永
遠
の
い
の
ち
に
招

い
て
お
ら
れ
る
。

【
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に�
裂

か
れ
た
パ
ン�
と
な
る
教
会
】

教
会
共
同
体
は
、
感
謝
の
祭

儀
を
行
う
と
き
、「
多
く
の

人
の
た
め
の
賜
物
で
あ
る
聖

体
」
を
広
く
分
か
ち
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聖
体
は
、

活
発
に
取
り
組
む
寛
大
な
福

音
宣
教
者
と
な
る
よ
う
に
私

た
ち
を
導
く
。

【
全
世
界
の
い
の
ち
の
た
め

に�
裂
か
れ
た
パ
ン�
で
あ

る
宣
教
者
】
宣
教
者
た
ち
は
、

キ
リ
ス
ト
の
名
に
よ
っ
て
福

音
を
告
げ
、
そ
の
証
人
と
な

る
。
時
に
は
そ
の
い
の
ち
さ

え
犠
牲
に
す
る
ほ
ど
に
、
兄

弟
た
ち
の
た
め
に
「
裂
か
れ

た
パ
ン
」
と
な
る
。
聖
母
マ

リ
ア
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
、

信
者
、
と
り
わ
け
宣
教
者
た

ち
が
「
全
世
界
の
い
の
ち
の

た
め
に
裂
か
れ
た
パ
ン
」
と

し
て
自
分
自
身
を
差
し
出
す

共
同
体
と
な
る
よ
う
に
。

（
参
考
「
教
皇
庁
宣
教
援
助

事
業
・
日
本
事
務
局
訳
」）

列
福
祈
願
ミ
サ
中
の
聖
体
行
列
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司式：�見三明大司教
日時：１１月８日（火）午前１１時
場所：赤城聖職者墓地

� � � � �

司式：�見三明大司教
日時：１２月１７日（土）午前１０時
場所：城山教会
司祭受階者：アントニオ　山野�聖��嗣�

きよ つぐ

（聖アウグスチノ修道会）
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　以下、１０月３０日に行われた教区閉年行事（本部事務局の通達より）
教区主催による大司教ミサ
（ねらい）昨年１０月１０日から始まった「聖体の年」の歩みは、小教区単位で始め、
途中地区単位で推進し、最後は教区主催の大司教ミサをもって終了する。
（奉納の工夫）各地区代表者により、この１年の振り返りの中で工夫された奉納が
なされる。

　
　

月
２
日
（
日
）、
大
村
市

１０
民
会
館
に
て
「
親
石
と
な
っ

た
捨
石
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
に
「
第　

回
大
村
殉
教

３０

祭
」
が
行
わ
れ
た
。
例
年　
１０

月
第
３
日
曜
に
放
虎
原
殉
教

地
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今

年
は
第　

回
と
い
う
こ
と
も

３０

あ
り
場
所
と
日
を
変
え
て
行

わ
れ
た
。
福
者
の
中
に
は　
１０

人
の
高
麗
（
現
在
の
朝
鮮
半

島
）
出
身
者
も
含
ま
れ
て
お

り
、
今
回
は
特
に
、
韓
国
よ

り
「
ソ
ウ
ル
教
区
殉
教
者
顕

揚
会
聖
歌
隊
」
一
行　

人
も

９０

参
加
し
、
殉
教
祭
に
彩
り
を

添
え
た
。

　

殉
教
祭
で
は
ま
ず
、
民
族

衣
装
を
着
た
同
聖
歌
隊
が
聖

体
賛
歌
や
韓
国
の
歌
を
披
露

し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
日

本
歌
曲
「
赤
と
ん
ぼ
」
も
歌

わ
れ
た
。
次
に
、「
鈴
田
牢

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題

し
て　

聖
人
記
念
館
長
レ
ン

２６

ゾ
師
の
講
話
が
あ
っ
た
。
鈴

田
牢
に
入
牢
し
た
ス
ピ
ノ
ラ

神
父
の
手
紙
か
ら
、
殉
教
者

た
ち
の
勇
敢
さ
と
周
り
の
人

へ
の
愛
、
そ
し
て
牢
内
で
ミ

サ
を
さ
さ
げ
る
た
め
に
な
さ

れ
た
努
力
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

記
念
ミ
サ
は
香
焼
教
会
の

堅
信
式
を
終
え
て
駆
け
つ
け

た�
見
三
明
大
司
教
の
司
式

の
も
と
、
韓
国
巡
礼
団
同
行

の
チ
ョ
イ
師
（
モ
ン
セ

ニ
ョ
ー
ル
）
と　

人
の
司
祭

１５

の
共
同
司
式
で
さ
さ
げ
ら
れ

た
。

　

説
教
の
中
で
大
司
教
は
、

「
新
た
な
日
本
１
８
８
殉
教

者
の
列
福
申
請
が
行
わ
れ
る

中
で
地
元
で
の
殉
教
者
顕
彰

活
動
が
大
切
で
あ
る
」
と
強

調
し
、
殉
教
者
の
遺
徳
に
倣

う
よ
う
に
参
加
者
を
励
ま
し

た
。

「
ソ
ウ
ル
教
区
殉
教
者
顕
揚
会

聖
歌
隊
」
の
合
唱

「
聖
体
の
年
」
聖
ト
マ
ス
西
と

　

殉
教
者
記
念
ミ
サ
（
中
町
教

１５会
）
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意
味
と
、
聖
体
に
生
か
さ
れ

殉
教
し
た
人
た
ち
の
信
仰
を

熱
く
語
っ
た
。

　

ミ
サ
に
引
き
続
き
、
殉
教

時
代
の
日
本
の
教
会
を
支
え

て
い
た
「
聖
体
の
組
」
の
旗

を
先
頭
に
、
原
城
址
の
三
の

丸
ま
で
聖
体
行
列
を
行
っ
た
。

聖
体
賛
美
式
の
中
で
、
１
６

２
０
年
９
月　

日
付
け
で
島

２８

原
半
島
の
信
者
代
表
が
書
き

送
っ
た
ロ
ー
マ
教
皇
へ
の
手

紙
が
朗
読
さ
れ
、
聖
体
に
生

か
さ
れ
て
い
た
か
つ
て
の
日

本
の
教
会
の
姿
を
今
一
度
確

認
し
た
。

　

遠
く
は
宮
崎
、
熊
本
、
五

島
か
ら
ま
た
小
神
学
生
、
コ

レ
ジ
オ
生
や
修
道
者
、
信
徒
、

司
祭
ら
約
５
０
０
人
が
集
ま

り
、
決
意
を
新
た
に
し
た
。
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▼
長
崎
地
区
信
徒
の
集
い　

　

月　

日�
　

時　

長
崎
大

１１

１３

１３

司
教
館
・
体
育
館　

長
崎
ブ

ル
ー
グ
ラ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
講

演
、
質
疑
応
答　

講
師
・
溝

部
脩
高
松
教
区
司
教　

長
崎

地
区
信
徒
使
徒
職
評
議
会
主

催▼
イ
エ
ズ
ス
会
立
山
修
道
院

お
知
ら
せ　
�
日
帰
り
黙
想

①　

月　

日�
　

②　

月
５

１１

２１

１２

日�
　
　

時
〜　

時
半　
�

１０

１５

１
泊
２
日
黙
想　

①　

月　
１１

２６

日�
〜　

日�
　

②　

月　

２７

１２

１０

日�
〜　

日�
　

初
日　

時

１１

１７

〜
翌
日　

時
半

１５

℡
０
９
５（
８
２
１
）４
５
７
７

▼
公
開
講
座
「
信
仰
を
育
む

家
庭
の
役
割
」　
　

月　

日

１１

２０

�
　

時
半
〜　

時　

相
浦
教

１３

１６

会　

講
師
・
古
巣
馨
師
（
島

原
教
会
）　

当
日
子
供
の
一

時
預
か
り
対
応　

入
場
無
料

お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
主

催▼
研
修
会
「
降
誕
祭
を
準
備

す
る
」　
　

月　

日�
　

時

１１

２７

１３

半　

上
神
崎
教
会　

参
加
費

・
５
０
０
円　

申
込
先
・（　
１１

月　

日
締
切
）
カ
ト
リ
ッ
ク

２０
神
学
院
内

℡
０
９
５（
８
４
４
）１
０
９
６

〒８５２-８０１３　長崎市梁川町６-１７　岩永ビル
�（０９５）��������

警備員募集�
電話 ０９５-８５６-６５２４　ＦＡＸ ０９５-８５６-６５２３

長崎市横尾３丁目３１-１５����代表取締役 テレジア�小田寿美子
�������������専務取締役 パウロア�小田　　睦

（有）小 田 警 備 保 障
交通誘導警備　常駐警備　イベント警備

　
「
聖
体
の
年
」
も
閉
年
を
迎
え
る
。
長
崎
教
区
で
こ
の
１
年
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
「
聖
体
の

年
」
は
何
を
長
崎
教
区
民
に
も
た
ら
し
た
か
、「
よ
き
お
と
ず

れ
」
で
取
り
上
げ
た
記
事
を
も
と
に
振
り
返
る
。

【
教
区
共
通
の
取
り
組
み
】

●
２
０
０
４
年　

月　

日
（
日
）
開
年
の
行
事
が
各
小
教
区

１０

１０

で
行
わ
れ
、
開
年
の
そ
の
日
に
聖
体
賛
美
式
を
行
っ
た
。
い

よ
い
よ
「
聖
体
の
年
」
が
幕
を
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

●
「
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
の
祭
日
」
に
合
わ
せ
て
、
各
地
区
で

聖
体
礼
拝
ま
た
は
聖
体
行
列
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
３
地
区

に
分
か
れ
る
前
の
長
崎
地
区
で
は
、
先
取
り
し
て
２
月　

日
２７

に
合
同
初
聖
体
を
行
っ
て
い
る
。

●
教
区
主
催
の
閉
年
の
行
事
も　

月　

日
（
日
）
と
す
る
こ

１０

３０

と
が
決
定
し
た
。
こ
の
閉
年
の
ミ
サ
の
中
で
、

各
地
区
が
取
り
組
ん
だ
内
容
を
シ
ン
ボ
ル
化
し

て
さ
さ
げ
る
こ
と
に
よ
り
主
の
食
卓
に
あ
ず
か

る
者
の
一
致
を
表
現
し
た
。

【
教
区
か
ら
示
さ
れ
た
指
針
】

　

聖
体
の
年
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

教
区
か
ら
は
４
つ
の
指
針
が
示
さ
れ
た
。

１�
「
聖
体
の
秘
跡
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

２�
ミ
サ
と
生
活
と
が
結
び
つ
く
よ
う
考
え
、

工
夫
す
る
こ
と

３�
聖
体
へ
の
信
心
を
深
め
る
典
礼
行
事
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と

４�
聖
体
に
関
す
る
体
験
の
作
文
や
聖
歌
作
曲

の
募
集
。

　

こ
の
指
針
に
沿
う
形
で
典
礼
委
員
会
は
２
０

０
５
年
の
活
動
を
展
開
し
た
。
定
期
的
に
「
典

礼
研
修
会
」
を
開
催
す
る
中
で
、
特
に
３
つ
の

研
修
テ
ー
マ
が
目
を
引
い
た
。

・「
降
誕
祭
を
準
備
す
る
」

・「
生
け
花
に
よ
る
典
礼
表
現
」

・「
聖
体
礼
拝
と
賛
美
式
」

　

い
ず
れ
も
、
礼
拝
に
密
接
に
関
わ
る
部
分
で

あ
り
、
研
修
を
受
け
る
こ
と
で
聖
体
の
年
を
よ

り
よ
く
過
ご
す
効
果
が
期
待
で
き
る
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
。

【
小
教
区
単
位
の

　

取
り
組
み
】

ａ�
聖
体
の
永
久
礼
拝

　

今
年
は
、
巡
回
教
会
も
含

め
た
す
べ
て
の
教
会
が
例
年

行
っ
て
い
る
輪
番
（
り
ん
ば

ん
）
制
の
永
久
礼
拝
に
も

し
っ
か
り
し
た
意
識
を
も
っ

て
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
今

年
は
顕
示
さ
れ
た
聖
体
に
留

ま
る
イ
エ
ス
の
現
存
が
い
つ

も
以
上
に
感
じ
ら
れ
る
取
り

組
み
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
小
教
区
に
よ
っ
て
は
月
に
１
度
か
２
度
、
聖
体
礼

拝
の
時
間
を
設
け
た
小
教
区
も
あ
る
。

ｂ�
横
断
幕
（
バ
ン
ナ
ー
）
の
掲
示

　

教
会
の
祭
壇
、
あ
る
い
は
脇
祭
壇
に
横
断
幕
（
バ
ン
ナ
ー
）

を
掲
示
し
た
教
会
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
教
会
に
入
る
す
べ
て

の
機
会
（
日
曜
日
の
礼
拝
、
週
日
の
礼
拝
、
教
会
学
校
や
掃

除
の
と
き
で
あ
っ
て
も
）
に
、
今
年
が
聖
体
の
年
で
あ
り
、

こ
の
聖
堂
に
聖
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
よ
り
強
く
意

識
す
る
動
機
付
け
と
な
っ
た
。

【
地
区
単
位
の
取
り
組
み
】

　

各
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
行
事
が
、「
聖
体
の

年
」
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
盛
り
込
ん
で
行
わ
れ

た
。
例
え
ば
下
五
島
地
区
で
は
、「
ご
聖
体
に
つ
い
て
」
の
子

ど
も
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、「
井
持
浦
ル
ル
ド
祭
」
で

作
文
の
表
彰
式
を
織
り
込
ん
だ
。
佐
世
保
地
区
で
は
聖
体
大

会
を
開
い
た
り
、
教
区
の
輪
番
制
で
行
わ
れ
る
永
久
聖
体
礼

拝
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
ロ
ザ
リ
オ
の
年
に
行
っ
た
十
字
架

の
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
。
平
戸
・
北
松
地
区
で
は
、「
平
戸
ザ

ビ
エ
ル
祭
」
に　

人
の
初
聖
体
の
子
ど
も
た
ち
が
喜
び
を
共

４６

に
し
た
。

【
広
報
誌
「
よ
き
お
と
ず
れ
」
の
取
り
組
み
】

ａ�
特
集
記
事

　
「
よ
き
お
と
ず
れ
」
で
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
「
聖
体
の
年
」

を
意
識
さ
せ
る
記
事
を
心
が
け
た
が
、
そ
の
中
で
も
読
者
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
「
私
と
ご
聖
体
」
の
シ

リ
ー
ズ
で
あ
ろ
う
。
全
部
で　

人
の
聖
体
へ
の
思
い
を
掲
載

２７

し
、
読
者
か
ら
貴
重
な
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

ｂ�
教
皇
文
書
の

学
習

　

特
集
記
事
の
一

つ
で
は
あ
る
が
、

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
２
世
の
使
徒

的
書
簡
「
主
よ
、

一
緒
に
お
泊
ま
り

く
だ
さ
い
」
を
聖

ス
ル
ピ
ス
大
神
学

院
院
長
の
牧
山
強

美
神
父
に
て
い
ね

い
に
解
説
を
い
た

だ
い
た
。　

ペ
ー

４０

ジ
ほ
ど
の
文
書
な

の
で
、
解
説
を
も

と
に
、
も
う
一
度
読
み
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

結
果
と
し
て
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
は
４
月
に
亡
く

な
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
使
徒
的
書
簡
は
特
別
に
重
要
な
文
書

と
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
聖
体
の
年
に
与
え
ら
れ
る
免
償
】

　

２
０
０
０
年
の
大
聖
年
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、

今
年
の
聖
体
の
年
で
も
「
免
償
」
が
与
え
ら
れ
た
。
免
償
を

受
け
る
た
め
の
３
つ
の
要
件
（
罪
の
傾
き
か
ら
完
全
に
離
れ

よ
う
と
の
意
思
の
も
と
で
の
、�
ゆ
る
し
の
秘
跡
、�
聖
体

拝
領
、�
教
皇
の
意
向
の
た
め
の
祈
り
）
の
も
と
で
、
聖
体

へ
の
礼
拝
を
行
う
聖
な
る
典
礼
に
あ
ず
か
る
た
び
ご
と
に
全

免
償
が
与
え
ら
れ
る
。
免
償
と
は
、
す
で
に
ゆ
る
さ
れ
た
罪

に
伴
う
有
限
の
罰
の
免
除
（
軽
減
）
と
い
う
意
味
。
全
免
償

は
こ
の
恵
み
が
完
全
に
与
え
ら
れ
る
。

【
教
区
の
取
り
組
み
】

　

本
部
事
務
局
を
通
じ
て
、
教
区
は
機
会
を
逃
さ
ず
聖
体
の

年
の
取
り
組
み
を
企
画
し
て
き
た
。
な
か
で
も
教
区
行
事
と

し
て
特
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
司
祭
・
助
祭
の
叙
階
式
で
あ

る
。
今
年
３
月
に
は
３
人
の
教
区
司
祭
と
２
人
の
助
祭
（
う

ち
１
人
は
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
で
、　

月
に
は
司
祭
に
叙
階

１２

予
定
）、
９
月
に
も
教
区
の
助
祭
が
１
人
誕
生
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
・
ホ
ス
チ
ア
作
り
】

　

聖
書
に
は
「
隠
れ
た
施
し
（
善
行
）」
の
訓
話
が
あ
る
が

（
マ
タ
イ
福
音
書
６
章
）、
ミ
サ
の
時
に
準
備
さ
れ
る
「
ホ
ス

チ
ア
作
り
」
は
ま
さ
に
「
隠
れ
た
施
し
（
善
行
）」
で
あ
る
。

純
心
聖
母
会
の
奉
仕
に
は
本
当
に
頭
が
下
が
る
。
修
道
女
た

ち
の
奉
仕
は
「
隠
れ
た
こ
と
を
見
て
お
ら
れ
る
父
」
の
目
に
、

値
高
い
奉
仕
で
あ
る
。

　

こ
の
「
ホ
ス
チ
ア
作
り
」
は
現
在
後
継
者
を
必
要
と
し
て

い
る
。
後
継
者
と
言
っ
た
が
、
奉
仕
で
引
き
受
け
て
く
だ
さ

る
ア
ク
シ
ョ
ン
団
体
と
か
、
任
意
の
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、

こ
の
ホ
ス
チ
ア
作
り
を
安
定
し
た
形
で
引
き
受
け
て
も
ら
え

る
方
が
望
ま
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
、「
よ
き
お
と
ず
れ
」
で
も
取
り
上
げ
た
も
の
を
主
体

に
、
長
崎
教
区
で
の
「
聖
体
の
年
」
を
概
観
し
た
。
こ
の
「
聖

体
の
年
」を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
い
う
意
味
で
も
、
広
報

誌
「
よ
き
お
と
ず
れ
」
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
熟
読
す
る
こ
と
も
、

個
人
に
と
っ
て
の
「
聖
体
の
年
」
を
締
め
く
く
る
賢
い
方
法

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
編
集
長　

中
田
輝
次
）
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��������	
���
�����������	
���
���

��
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長
崎
コ
レ
ジ
オ

�
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会

　

十
字
修
道
院

�
匿
名
様

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

�
匿
名
様
（
平
戸
地
区
）

�
匿
名
様
（
長
崎
地
区
）

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
た
。
お
礼
と
ご
報

告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

��
�
�
�

��
�
�
�
�
�

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

�
川
上
豊
子
様
（
黒
崎
）

　

故
パ
ウ
ロ
川
上　

健
様

�
村
上　

博
様
（
八
尾
市
）

　

故
マ
リ
ア
村
上
ツ
ヤ
様

（
出
津
）

�
深
堀
繁
美
様
（
浦
上
）

　

故
エ
リ
ザ
ベ
ト

　
　
　

深
堀
キ
ヌ
子
様

�
古
巣　

優
様
（
奈
留
）

　

故
ア
グ
ネ
ス

　
　
　

古
巣
シ
ズ
エ
様

�
山
田
澄
枝
様
（
浦
上
）

　

故
ド
ミ
ニ
コ
山
田　

忍
様

�
中
島
昭
和
様
（
黒
崎
）

　

故
マ
ダ
レ
ナ
中
島
キ
メ
様

　

右
の
方
々
か
ら
神
学
生
養
成

の
た
め
に
、
香
典
返
し
に
代
え

て
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お

礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
め
い
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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親
者
の
み
で
営

ま
れ（
喪
主
は

妻
秋
月
寿
賀
子

さ
ん
）、お
別
れ

会
を　

月　

日

１１

２７

（
日
）午
後
１
時

か
ら
開
く
。会

場
未
定
。

　

被
爆
地
長
崎

は
、
今
年
８
月
、

　

周
年
を
迎
え
、

６０記
念
映
画
と
し

て
秋
月
医
師
を

モ
デ
ル
に
し
た

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
製
作
の
カ

勲章伝達式での秋月医師夫妻

殉
教
に
よ
っ
て
知
ら
せ
た
聖

人
た
ち
に
学
び
、
一
人
ひ
と

り
が
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
知
ら

せ
る
人
と
な
れ
る
よ
う
に
と
、

集
ま
っ
た
会
衆
を
励
ま
し
た
。

聖
歌
が
響
く
中
、
中
町
教
会

を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
約
７
０

０
人
の
信
徒
は
、
殉
教
者
が

礎
と
な
っ
た
地
区
の
信
徒
と

し
て
の
自
覚
を
新
た
に
す
る

一
日
と
な
っ
た
。

（
絵
）
が
行
列
の
先
頭
に
並

び
、
祭
壇
前
に
設
置
さ
れ
、

そ
の
様
子
は
殉
教
者
が
共
に

お
ら
れ
て
祭
儀
が
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　

聖
人
殉
教
者
に
隠
れ
て

２６
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
聖

ト
マ
ス
西
と　

殉
教
者
の
こ

１５

と
を
少
し
で
も
知
ろ
う
と
、

プ
ラ
カ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
る

間
に
子
供
た
ち
に
よ
る
殉
教

者
の
紹
介
が
簡
潔
に
添
え
ら

れ
た
。

　

説
教
の
中
で
大
司
教
は
、

今
日
の
記
念
ミ
サ
を
良
い
機

会
と
し
て
キ
リ
ス
ト
の
愛
を

締
め
く
く
る
行
事
と
し
て
、

「
聖
ト
マ
ス
西
と　

殉
教
者
と

１５

と
も
に
祝
う
特
別
聖
体
年
」

が
中
町
教
会（
写
真
上
）で
行

わ
れ
た
。第
１
部
は
ド
ミ
ニ
コ

会
の
岡
本
哲
男
師
（
写
真
下
）

に
よ
る
講
演
「
日
本
に
お
け

る
聖
ド
ミ
ニ
コ
会
の
殉
教
者
た

ち
」。勇
敢
に
命
を
さ
さ
げ
る

ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
生
き
ざ
ま

が
鮮
や
か
に
語
ら
れ
、
当
時

の
信
徒
が
殉
教
者
に
心
を
固

く
結
び
つ
け
た
よ
う
に
、
聴

衆
が
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。

　

続
い
て�
見
大
司
教
主
司

式
の
記
念
ミ
サ
。
入
祭
で
は

　

人
の
殉
教
者
一
人
ひ
と
り

１６を
か
た
ど
っ
た
プ
ラ
カ
ー
ド

　

９
月　

日
午
後
１
時
か
ら
、

２５

長
崎
南
地
区
の
聖
体
の
年
を

師
会
議
の
後
、ぜ
ん
そ
く
の

発
作
で
倒
れ
、意
識
回
復
し

な
い
ま
ま
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

病
院
で
こ
の　

年
間
、妻
寿

１３

賀
子
さ
ん
の
介
護
で
療
養
し

て
い
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
院
・
冷
水
義
美
神

父
司
式
で
同
病
院
聖
堂
で
近

第
一
病
院
（
現
在
の
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
）
で
の
被
爆
体
験

を
執
筆
、
死
の
同
心
円
で
は
、

第
６
回
吉
川
英
治
文
化
賞

（
講
談
社
）
を
受
賞
。
一
方

長
崎
平
和
推
進
協
会
初
代
理

事
長
な
ど
務
め
、
平
和
運
動

の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
。

　

秋
月
さ
ん
は
１
９
９
２
年

　

月
、核
戦
争
防
止
国
際
医

１０

務
め
を
忠
実
に
、
病
床
に

あ
っ
て
も
愛
を
込
め
て
接
す

る
明
る
い
人
柄
の
シ
ス
タ
ー

は
修
道
会
会
員
・
地
域
の

人
々
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
と
告
別
式
は　
１０

月
２
日
、
川
原
拓
也
神
父
主

司
式
の
も
と
、
６
人
の
司
祭

に
よ
っ
て
三
井
楽
教
会
に
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　

９
月　

日
、
五
島
市
聖
マ

３０

リ
ア
病
院
で
帰
天
。
兵
庫
県

尼
崎
市
出
身
。　

歳
。

６８

　

１
９
５
５
年
入
会
、　

年
６０

初
誓
願
宣
立
、　

年
終
生
誓

６８

願
宣
立
。
入
会
後
、
農
作
業

に
精
励
。　

年
か
ら　

年
間

７７

１５

保
育
園
の
調
理
員
と
し
て
勤

務
、
そ
の
後
修
道
院
で
野
菜

作
り
、
病
人
の
世
話
、
雑
用

な
ど
陰
の
奉
仕
で
会
員
た
ち

を
支
え
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
姉
妹
と
し
て
皆
に
慕
わ
れ

て
い
た
。
晩
年
は
病
に
倒
れ
、

祈
り
の
人
と
し
て
病
床
で
会

員
を
支
え
、　

年
の
奉
献
生

５０

活
を
全
う
し
た
。
す
べ
て
の

ア
ガ
タ

　

道
向
千
鶴
子
修
道
女

  （
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
）

浦
上
教
会
は
９
月　

日
、
天

２５

主
堂
模
型
製
作
者
に
感
謝
状

を
贈
っ
た
。

の
れ
ん
が
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
、
聖
人
像
と
旧
天
主
堂
を

見
事
に
復
元
し
て
い
る
。

会
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
長

さ
１
７
５
㌢
、
長
方
形
の
台

座
は
幅
約
１
０
０�
㌢�
、
鐘
楼

の
高
さ　

㌢
と
、
旧

７０

天
主
堂
の
縮
尺　

分
５０

の
１
。

　

「
旧
天
主
堂
の
デ�

ー
タ
に
基
づ
い
て
製

作
さ
れ
た
貴
重
な
模

型
で
す
」
と
主
任
司

祭
平
野　

勇
師
。
天

主
堂
の
骨
組
み
は
木

材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

紘
さ
ん
の
３
人
が
１
年
が
か

り
で
製
作
し
た
模
型
で
、
被

爆　

年
に
あ
た
っ
て
浦
上
教

６０

　

浦
上
教
会
内
の
フ
ロ
ア
に

旧
浦
上
天
主
堂
が
立
派
に
再

建
さ
れ
（
写
真
）、
信
徒
の
目

を
集
め
て
い
る
。

　

こ
の
天
主
堂
は
長
崎
総
合

科
学
大
学
建
築
学
科
（
長
崎

市
網
場
町
）
の
松
尾
有
平
助

手
研
究
室
の
備
瀬
涼
子
さ
ん
、

大
屋
奈
津
子
さ
ん
、
堤　

千

　

療
養
中
だ
っ
た
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
病
院
元
医
長
・
ア
シ

ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
秋
月
辰

一
郎
さ
ん
は
、　

月　

日
午

１０

２０

前
８
時　

分
、
長
崎
市
小
峰

５５

町
の
聖

フ
ラ
ン

シ
ス
コ

病
院
で

呼
吸
不

全
の
た

め
死
去
。
享
年　

歳
。

８９

　

秋
月
医
師
は
「
死
の
同
心

円
―
長
崎
被
爆
医
師
の
記

録
」「
長
崎
原
爆
記
」
な
ど
医

師
と
し
て
勤
め
て
い
た
浦
上

　

約
１
５
０
人
の
参
加
者
に

は
、
結
婚
講
座
（
教
区
家
庭

委
員
会
主
催
）
受
講
者
の
姿

も
あ
り
、
全
員
か
ら
祝
福
を

受
け
た
。

関
す
る
朗
読
や
音
楽
演
奏
が

あ
り
、
祝
祭
を
よ
り
美
し
く

飾
っ
た
。
後
半
は
、
若
者
に

よ
る
歌
や
体
験
談
、
世
界
中

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
ト
の

報
告
も
行
わ
れ
た
。

フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
の
共
催
で
開

か
れ
た
＝
写
真
。

　

祝
祭
は
、
家
庭
を
愛
さ
れ

た
故
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

２
世
を
し
の
び
、
前
半
は
夫

婦
愛
、
い
の
ち
に
開
か
れ
た

家
庭
、
祈
り
な
ど
、
福
音
を

生
き
た
体
験
談
や
子
供
た
ち

に
よ
る
歌
や
体
験
談
、
劇
が

披
露
さ
れ
、
ま
た
、
家
庭
に

　

９
月　

日
１９

（
月
）カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ェ
ス
ト
２
０

０
５
（
家
庭
の

祝
祭
）」
が
、
教

区
家
庭
委
員
会
、

マ
リ
ッ
ジ
・
エ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、

形
で
進
め
ら
れ
た
。
音
楽
と

沈
黙
を
交
え
て
ル
ル
ド
で
さ

さ
げ
ら
れ
た
祈
り
は
、
参
加

者
の
目
に
映
っ
た
救
い
主
の

出
来
事
が
生
き
生
き
と
伝
わ

る
、
深
い
祈
り
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
典
礼

委
員
会
音
楽
部
会
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
情
報
交
換
も
行
わ

れ
、
下
五
島
地
区
の
典
礼
音

楽
担
当
者
や
司
祭
と
、
現
状

や
課
題
、
各
教
会
の
工
夫
な

ど
を
具
体
的
に
分
か
ち
合
っ

た
。
参
加
者
か
ら
は
継
続
を

求
め
る
声
も
あ
り
、
委
員
会

も
今
後
要
望
に
応
じ
る
体
制

を
と
る
。

で
、
下
五
島
地
区
信
徒
の
集

い
を
兼
ね
た
企
画
。

　

聖
書
に
よ
る
ロ
ザ
リ
オ
は
、

一
連
ご
と
に
聖
書
を
朗
読
し
、

黙
想
し
た
内
容
を
代
表
者
が

一
同
に
分
か
ち
合
う
と
い
う

　

９
月　

日
秋
空
の
下
、
典

２５

礼
研
修
会
「
聖
書
に
よ
る
ロ

ザ
リ
オ
」
が
五
島
市
井
持
浦

教
会
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

＝
写
真
。
同
教
会
は
日
本
初

の
ル
ル
ド
で
名
高
い
と
こ
ろ

気
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

宣
教
・
司
牧
生
活
を
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

夜
は
親
睦
会
も
行
わ
れ
盛
況

だ
っ
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

Ａ
パ
ー
ト
＝
優
勝　

長
崎
地

区
Ａ
。
準
優
勝　

五
島
チ
ー

ム
Ｂ
パ
ー
ト
＝
優
勝　

福

岡
・
大
分
連
合
チ
ー
ム
。
準

優
勝
修
道
会
チ
ー
ム　

新
人

賞
＝
岩
下
和
樹
師
（
浦
上
）

　
�
見
大
司
教
に
山
口
竜
太

郎
師
（
浦
上
）
が
力
強
く
選

手
宣
誓
、
各
４
チ
ー
ム
の
２

パ
ー
ト
に
分
か
れ
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。
練
習
を
重
ね
た

チ
ー
ム
は
勝
敗
に
こ
だ
わ
り
、

ぶ
っ
つ
け
本
番
の
チ
ー
ム
は

ひ
た
す
ら
に
親
睦
に
徹
し
た

プ
レ
ー
を
披
露
、
応
援
者
の

熱
い
声
援
を
受
け
て
い
た
。

　

野
下
千
年
神
父
（
中
地
区

長
）
は
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

ひ
と
と
き
を
和
や
か
な
雰
囲

広
島
教
区
か
ら
も
駆
け
つ
け

総
勢
１
０
０
余
人
の
司
祭
が

参
加
し
た
。

　

恒
例
の
「
司
祭
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
は
９
月　

日
、

２７

長
崎
市
柿
泊
運
動
公
園
で
開

催
し
た
。
福
岡
教
区
を
は
じ

め
大
分
教
区
か
ら
は
宮
原
良

治
司
教
、
遠
く
は
鹿
児
島
、

　

各
方
面
か
ら
数
多
く
の
熱

心
な
お
祈
り
と
犠
牲
に
よ
っ

て
、
聖
霊
に
満
た
さ
れ
た
参

加
者
は
、
キ
リ
ス
ト
と
真
の

出
会
い
を
体
験
し
、
神
へ
の

深
い
信
仰
と
人
々
へ
の
愛
の

実
践
に
そ
の
決
意
を
秘
め
て

最
善
を
尽
く
す
と
誓
っ
た
。

　

最
終
日
、
司
祭
団
参
加
の

派
遣
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
参

加
者
一
同
、
そ
の
決
意
に
力

が
注
が
れ
た
。

　

第
１
１
５
回
ク
ル
シ
リ
ヨ

は　

月
７
日
夕
方
か
ら　

日

１０

１０

夕
方
ま
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
立

山
修
道
院
で
開
か
れ
、
指
導

司
祭
三
村
誠
一
師
の
も
と
に

　

教
会
か
ら　

人
（
男　

、

１３

２０

１１

女
９
）
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
次
の
通
り
。

浦
上
３　

飽
の
浦
１　

稲
佐

１　

城
山
１　

植
松
３　

黒

崎
２　

出
津
１　

時
津
２

俵
町
２　

相
浦
１　

浅
子
１

横
浦
１　

田
平
１

仲
知
１　

米
山
１　

曽
根
３

鯛
ノ
浦
２　

桐
２　

大
浦
１

高
井
旅
１　

真
手
ノ
浦
１

猪
ノ
浦
１

　

第
１
１
４
回
ク
ル
シ
リ
ヨ

は
、
９
月　

日
夕
方
か
ら　

１６

１９

日
の
夕
方
ま
で
、
上
五
島
地

区
の
司
祭
団
、
ク
ル
シ
リ
ス

タ
の
献
身
的
な
指
導
と
協
力

に
よ
っ
て
青
方
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
指
導

司
祭
三
村
誠
一
師
（
相
浦
）

の
も
と
に　

教
会
か
ら　

人

１４

２２

（
男　

、
女　

）
が
参
加
し

１１

１１

た
。

　

参
加
者
は
次
の
通
り
。

青
方
１　

大
曽
１　

青
砂
ケ

浦
３　

冷
水
１　

丸
尾
３

ア
グ
ネ
ス

　

古
巣
シ
ズ
エ
さ
ん

 �
�
�
�
�
 （
古
巣
師
実
母
）

家
に
嫁
ぎ
、
夫
と
そ
の
両
親

を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
洗
礼

に
導
く
。
四
男
二
女
を
授
か

り
、
長
年
土
方
や
定
置
網
漁

な
ど
重
労
働
に
よ
っ
て
家
族

を
養
い
育
て
た
。　

年
前
、

２４

ロ
ー
マ
教
皇
初
来
日
の
折
、

三
男
の
司
祭
叙
階
の
恩
恵
に

浴
し
た
（
古
巣
馨
神
父
、
現

島
原
教
会
主
任
）。
そ
の
三

カ
月
後
、
末
期
の
乳
が
ん
を

切
除
。
息
子
の
司
祭
叙
階
と

自
ら
の
が
ん
発
症
の
年
を
重

ね
て
「
同
級
生
」
と
呼
び
、

そ
れ
か
ら
の
日
数
を
恵
み
の

時
と
し
て
生
き
て
い
た
。

「
人
の
前
で
疲
れ
た
と
言

う
な
。
言
う
た
ら
報
い
は

終
わ
る
。
疲
れ
た
ら
、
神
さ

ま
に
そ
っ
と
言
い
な
さ
い
。

良
く
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
」。

古
巣
さ
ん
が
子
供
た
ち
に
残

し
た
言
葉
。
葬
儀
ミ
サ
と

告
別
式
は
６
日
、　

人
の
司

３０

祭
た
ち
の
司
式
に
よ
り
奈

留
教
会
で
行
わ
れ
た
。

　
　

月
５
日
、
大
腸
が
ん
の

１０
た
め
入
院
先
の
五
島
市
聖
マ

リ
ア
病
院
で
死
去
。　

歳
。

８２

五
島
市
奈
留
町
生
ま
れ
。

代
々
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の

ラ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
・
１
９
４

５
〜
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
〜
」

が
完
成
、
こ
の
９
月
か
ら
全

国
で
上
映
さ
れ
、
観
賞
者
を

感
動
さ
せ
た
。

　

秋
月
さ
ん
の
功
績
は
、
１

９
６
９
年
日
本
医
師
最
高
優

功
賞
、
西
日
本
文
化
章
、
朝

日
賞
、
吉
川
英
治
文
化
賞
な

ど
数
々
の
賞
を
受
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
９
８
５
年
ロ
ー

マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２

世
か
ら
「
聖
シ
ル
ベ
ス
テ
ル

勲
章
」
が
贈
ら
れ
、
里
脇
枢

機
卿
か
ら
伝
達
さ
れ
た
。
秋

月
さ
ん
は
「
名
誉
あ
る
重
い

勲
章
で
す
が
、
被
爆
者
を
代

表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
は
祈
り
を
支
え
に
自
分
の

道
を
一
歩
で
も
進
め
勲
章
に

恥
じ
な
い
人
生
を
た
ど
り
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

聖
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
勲
章
と

は
、
聖
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
１
世

教
皇
像
を
表
し
た
十
字
架
章
。

教
皇
の
勲
章
は
、
キ
リ
ス
ト

勲
章
、
金
軍
勲
章
、
ピ
ウ
ス

勲
章
な
ど
６
つ
の
勲
章
が
あ

り
、
聖
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
勲
章

は
、
文
化
や
社
会
福
祉
に
特

別
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
。
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日時：１１月２３日（水）午後５時開演

グ
ラ
ム
終
了
後
も
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
や
写
真
を
撮
り
合
っ

た
り
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い

の
と
き
を
過
ご
し
た
。

　
　

日
朝
、大
塚
喜
直
司
教

１８
（
京
都
教
区
）に
よ
る
カ
テ

ケ
ー
ジ
ス
が
行
わ
れ
た
。司

教
は
、「
ど
う
ぞ
イ
エ
ス
さ
ま

に
信
頼
し
期
待
し
、
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
く
だ

さ
い
。人
は
神
に
出
会
う
た

め
苦
し
み
悩
む
が
、そ
う

い
っ
た
人
生
を
過
ご
す
こ
と

こ
そ
が
神
へ
の
さ
さ
げ
も
の

で
す
」と
語
り
、青
年
た
ち
は

大
会
に
参
加
し
た
理
由
、探

し
て
い
る
も
の
、気
づ
い
て

き
た
こ
と
を
見
つ
め
直
し
た
。

　

こ
の
日
の
午
後
、
ラ
イ
ン

川
両
岸
は
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト　

世
を
歓
迎
す
る
人
々
で

��
あ
ふ
れ
た
。
白
い
衣
を
ま

と
っ
た
教
皇
は
船
上
か
ら
あ

い
さ
つ
、
式
典
後
は
船
を
降

り
て
ケ
ル
ン
大
聖
堂
へ
。
私

た
ち
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
見

か
け
る
こ
と
の
で
き
た
パ
パ

さ
ま
（
写
真
右
）
は
、
優
し

い
表
情
を
し
て
い
て
、
と
て

も
穏
や
か
な
印
象
だ
っ
た
。

マ
ー
ク
旗
な
ど
）を
振
り
、

開
会
の
喜
び
を
表
し
た
。

　

翌　

日
、
ラ
イ
ン
川
沿
い

１７

を
歩
き
ケ
ル
ン
大
聖
堂
を
訪

れ
た
。
高
さ
１
５
７
㍍
・
奥

行
き
１
４
４
㍍
・
幅　

㍍
の

８６

大
聖
堂
は
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
様

式
で
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も

大
変
美
し
い
。
東
方
三
博
士

の
聖
遺
物
が
納
め
ら
れ
た
箱

　

大
会
期
間
中
の
生
活
は
日
常
と
は
ま
る
で
異
な
る
。配
給

さ
れ
る
食
事
は
パ
ン
や
缶
詰
が
主
で
、
大
混
雑
の
た
め
こ
の

食
事
す
ら
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。ま
た
、
日
中
は
夏

ら
し
い
暑
さ
だ
が
、
朝
晩
は
極
端
に
冷
え
込
み
、
宿
舎
で
は

寝
袋
と
マ
ッ
ト
な
ど
で
夜
を
明
か
す
。移
動
の
際
は
、
交
通
機

関
に
常
に
大
勢
が
押
し
寄
せ
、
乗
車
で
き
ず
見
送
る
こ
と
も

あ
っ
た
。慣
れ
な
い
環
境
に
疲
労
困
ぱ
い
。で
も
、
青
年
た
ち

は
、
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
へ
と
着
実
に
歩
み
続
け
た
。

���������	


★私は、今回初めてＷＹＤに参加しま
した。多くの人の支えによってこの
ような経験ができたことを感謝する
と同時に、この経験が無駄にならない
よう次につなげていきたいと思いま
す。��　（長崎コレジオ２年・西田諭志）

★ＷＹＤに参加して、自分自身と向き
合い良い所、悪い所をあらためて発見
することが出来ました。大勢の人々
が同じ目的を持って歩む姿にとても
感動しました。神の導きに心から感
謝しています。（深堀教会・赤石優子）

★ＷＹＤを振り返ってみると、それは
「本当に大きな出会い」だったと言え
ます。世界中の青年たちとの出会い
は意味深く、そして私の信仰、そして
召命において素晴らしい助けとなり
ました。
����（長崎コレジオ４年・山頭牧夫）
★私がＷＹＤに参加して一番良かっ
たと思うことは、本当にたくさんの人
たちと出会えたことです。中でも他
教区の青年たちと色々なことについ
て語り合えたことが大きな刺激にな
りました。
��　（純心聖母会志願生・高橋美保）
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８
月　

日
、
本
大
会
の
開

１６

会
ミ
サ
は
ケ
ル
ン
、
ボ
ン
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
３

会
場
で
行
わ
れ
た
。
参
列

者
総
数
は　

万
５
千
人
を

４０

超
え
た
。
日
本
巡
礼
団
は
、

レ
ー
マ
ン
枢
機
卿
司
式
の

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
・
Ｌ
Ｔ

Ｕ
ア
リ
ー
ナ
で
の
ミ
サ（
写

真
左
上
）に
参
列
。熱
気
に

包
ま
れ
た
場
内
で
は
、青
年

た
ち
が
し
き
り
に
色
と
り

ど
り
の
旗（
国
旗
や
バ
チ
カ

ン
の
旗
、大
会
の
シ
ン
ボ
ル
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ジ
ア
ン
・
ユ
ー
ス
・

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ

（
Ａ
Ｙ
Ｇ
）
に
参

加
し
た
。
約
２
千

人
が
歌
や
踊
り
を

通
し
て
文
化
交
流
を
深

め
、
日
本
巡
礼
団
は
浴

衣
や
ハ
ッ
ピ
姿
で
「
マ

リ
ア
音
頭
」
と
迫
力
あ

る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
節
」
を
披
露
。
プ
ロ

や
祭
壇
な
ど
を
目
に

し
、
大
聖
堂
の
威
容
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
後
ボ
ン
で
ア
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さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

誰
に
と
っ
て
も
親
し
い
人

が
亡
く
な
る
の
は
悲
し
い
こ

と
で
す
。
で
も
、
イ
エ
ス
さ

ま
の
教
え
を
守
っ
て
生
き
た

人
は
こ
の
世
で
の
生
活
を
終

わ
っ
た
後
も
天
の
国
で
幸
せ

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
こ
の
世
で
生
き
て

い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切

な
の
は
、
神
さ
ま
の
喜
ば
れ

る
よ
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
す

る
こ
と
、
そ
し
て
亡
く
な
っ

た
人
が
神
さ
ま
と
の
愛
の
交

わ
り
の
う
ち
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
祈
る
こ
と

で
す
。

　

死
者
の
月
に
あ
た
っ
て
、

身
近
な
人
で
亡
く
な
っ
た
人

が
い
れ
ば
思
い
出
し
て
お
祈

り
し
ま
し
ょ
う
。

く
か
わ
い
が
り
、
私
が
神
学

生
に
な
っ
て
か
ら
も
私
を
励

ま
し
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

私
の
父
が
亡
く
な
っ
た
時
、

足
が
悪
い
上
に
天
気
も
悪

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
ざ
わ
ざ
横
浜
か
ら
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
一
度
こ

の
神
父
さ
ま
を
訪
ね
て
初
め

て
横
浜
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
私
を
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
神
父
さ
ま
は

私
に
尋
ね
ま
し
た
。「
東
京

に
行
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す

か
」。
私
が
「
あ
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
と
、「
じ
ゃ
、
今
度

一
緒
に
東
京
見
物
し
ま
し
ょ

う
」と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

結
局
東
京
見
物
は
実
現
し
な

い
ま
ま
神
父
さ
ま
は
天
に
召

ん
か
。
今
月
は
特
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
た
め
に
お
祈

り
を
す
る
月
で
す
。

　

私
は
一
人
の
神
父
さ
ま
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
私

が
ま
だ
幼
い
こ
ろ
お
世
話
に

な
っ
た
神
父
さ
ま
で
す
。
背

が
高
く
て
す
ら
っ
と
し
て
い

て
、
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
手
に

し
て
い
ま
し
た
。
子
供
を
よ

　
「
わ
た
し
は
復
活
で
あ
り
、

命
で
あ
る
。
わ
た
し
を
信
じ

る
者
は
、
死
ん
で
も
生
き

る
。
生
き
て
い
て
わ
た
し
を

信
じ
る
者
は
だ
れ
も
、
決
し

て
死
ぬ
こ
と
は
な
い
（
ヨ
ハ

ネ　

章　

〜　

節
）」

１１

２５

２６

　
　

月
は
死
者
の
月
で
す
。

１１
家
族
や
親
戚
、
恩
人
や
友
人

で
亡
く
な
っ
た
方
は
い
ま
せ

町
長
山
崎
雄
士
氏
の
３
人
が

立
候
補
の
予
定
。
白
浜
、
西

川
の
両
氏
は
カ
ト
リ
ッ
ク
。

る
。
市
長
選
は
旧
平
戸
市
長

白
浜
信
氏
、
旧
平
戸
市
議
会

議
長
西
川
克
己
氏
、
旧
田
平

れ
た
新
平
戸
市
の
市
長
選
と

市
議
選
は
、　

月　

日
告
示

��

��

　

月
６
日
投
開
票
が
行
わ
れ

��

　

４
市
町
村
の
合
併
で
生
ま

　
　

月　

〜　

日
ま
で
長
崎

１０

１２

１９

大
丸
で
開
か
れ
、長
崎
の
教

会
、イ
タ
リ
ア
、田
舎
風
景
な

ど
秋
の
香
り
を
満
喫
さ
せ
た
。

　

秋
山
京
子
、
黒
岩
尚
子
、

斎
藤
秀
子
、�
比
良
ひ
ろ

み
、
畑
田
由
美
、
浜
崎
さ
わ

こ
、
本
田
江
偉
子
ら
女
性
７

人
の
作
品
。

　

浜
崎
さ
ん
は
田
平
教
会
所

属
、　

年
の
エ
プ
ソ
ン
カ

０３

ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
、

四
季
の
表
情
を
色
鮮
や
か
に

と
ら
え
て
い
た
（
写
真
）。

　

島
根
県
雲
南
市
三
刀
屋
町

の
永
井
記
念
館
前
庭
で
９
月

　

日「
永
井
隆
博
士（
写
真
）

１１追
悼
・
平
和
祈
願
ミ
サ
」が
行

わ
れ
、
信
徒
、
雲
南
市
市
長
、

韓
国
如
己
の
会
の
巡
礼
団
が

参
列
、
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

　

米
子
教
会
・
井
上
進
信
徒

会
長
の
話
で
は
、
こ
の
日
台

風　

号
の
通
過
で
会
館
内
で

１４
の
ミ
サ
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
天
候
の
持
ち
直
し

で
、
急
き
ょ
記
念
館
前
に
変

更
し
て
追
悼
・
祈
願
ミ
サ
が

行
わ
れ
た
。

　

祭
壇
に
は
韓
国
大
邱
大

教
区
・
李
文
熙
大
主
教
は
じ

　

追
悼
・
祈
願
ミ
サ
が
行
わ

れ
た
記
念
館
は
１
９
７
０

年
、
博
士
が
幼
少
年
時
代
を

過
ご
し
た
三
刀
屋
町
に
建

ち
、
長
崎
市
立
永
井
記
念
館

と
姉
妹
縁
組
を
結
ん
で
い

る
。

め　

人
の
司
祭
団
、
信
徒

１１

　

余
人
の
中
に
は
、
韓
国

７０巡
礼
団
、
永
井
隆
博
士
の

遺
児
・
筒
井
茅
乃
さ
ん
（
京

都
）
孫
・
永
井
徳
三
郎
さ
ん

（
長
崎
市
立
永
井
記
念
館

館
長
）
の
姿
も
見
え
た
。

　
「
親
指
の
マ
リ
ア
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
、
銅
版
画
の
聖

母
が
、
１
３
０
年
ぶ
り
に
里

帰
り
、
一
般
に
公
開
さ
れ

る
。

　

長
崎
県
政
だ
よ
り
に
よ
る

と
、　

月
３
日
オ
ー
プ
ン
す

１１

る
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

（
長
崎
市
立
山
町
）
内
の
奉

行
所
コ
ー
ナ
ー
に
、
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
下
の
１
７
０
８

年
、
宣
教
の
た
め
屋
久
島
に

上
陸
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
シ

ド
ッ
チ
師
（
イ
タ
リ
ア
人
宣

教
師
）
の
持
参
品
で
、　
１７

世
紀
後
期
の
イ
タ
リ
ア
で

制
作
さ
れ
た
銅
版
画
、
聖

母
の
油
絵
。

　

銅
版
画
は
シ
ド
ッ
チ
師

の
死
後
、
長
崎
奉
行
所
に

保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
東
京
国
立
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
聖
母
の
銅
版
画
、

衣
か
ら
親
指
が
の
ぞ
い
て
見

え
る
た
め「
親
指
の
マ
リ
ア
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

����������

尾高修一神父尾高修一神父

���

「教皇歓迎式典の日のライン川」
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アジアの青年たちの文化交流


